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はじめに：この資料の位置づけ

※広く県民に対する情報公開、事実関係と事実誤認を明確化すべく作業結果を公開する。

・検討委員会は河村名古屋市長に対するインタビューを10月9日に行った（参考５）。

・その後、同市長は定例会見（12月9日、資料①）、日本外国特派員協会での記者会見

（12月10日、資料②）及び産経新聞のインタビュー記事（12月13日、資料③）で、表現の

不自由展関連の発言をされている。

・そこで検討委員会としては、これらの議事録を同市長へのインタビューの追加資料と位置づ

け、事実関係と内容についての検証を行った。

・その結果、委員会の中間報告（9月25日）及び12月18日の報告に記載した内容には何ら変更

を加える必要がないと判断した。



河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

A１ （あいちトリエンナーレについて）
「名古屋市主催ですから、愛知県もそうだけ
ど。名古屋市民がこの展示を応援したという
ことになるんです。」

・あいちトリエンナーレの主催主体は、多くの構成員が参画
する「実行委員会」という組織（任意団体）であり、名古屋市
や愛知県ではない。トリエンナーレに関する事業費の執行は、
同委員会の意思決定によって行われている。名古屋市は全
体の約１７％の資金を拠出しているが、それについては、市
の予算として議決を経て拠出されている。したがって、実行
委員会の予算の具体的な使途について、名古屋市民は責
任を負わない。
・なお、行政が公金を使って表現行為を援助する場合には、
憲法上保障されている表現の自由、思想・良心の自由を守
られなければならない。従って、法令に違反する場合を除き、
特定の作品の展示を拒み、あるいは特別扱いをすべきでな
い。また逆に、公的施設が、その作品の展示を許可したから
といって、行政機関として、その作品がかもし出すメッセージ
等を支持したことにはらない。

【あいちトリエンナーレ実行委員会の構
成員】
愛知県知事、名古屋市長、名古屋商工会議所
会頭、一般社団法人中部経済連合会会長、名
古屋商工会議所専務理事、一般社団法人中
部経済連合会専務理事、中日新聞社代表取
締役社長、日本放送協会名古屋放送局長、独
立行政法人国際交流基金理事、愛知県立芸
術大学学長、愛知芸術文化センター総長、愛
知県県民文化局長、名古屋市観光文化交流
局長、公益財団法人愛知県文化振興事業団
理事長、建畠晢 （多摩美術大学学長、2010芸
術監督）、 五十嵐太郎 （東北大学大学院教授、
2013芸術監督）、 港千尋 （多摩美術大学教授、
2016芸術監督）、加須屋明子 （京都市立芸術
大学教授）、中井康之 （国立国際美術館副館
長）、水野みか子 （名古屋市立大学教授）
藤川 哲 （山口大学教授）、 川北眞紀子 （南
山大学教授）、 紫牟田伸子 （紫牟田伸子事務
所）
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

A2 Ｇovernment speech といいますけど、裏書き効果と
いいますけど、役所がこういうことを、ある芸術を主催
するということは、それは、いわゆる、いいことであると。
市民が応援している裏書き効果があるといわれていま
す。

・河村市長の主張する「Government Speech」とは、
政府が話し手として人々にメッセージ、情報を発する
行為のことであるが、公権力は、他の私的主体と同
様の立場から自由に発言を行ったとしても、その背後
に強大な権限を持っており、事実上、その内容に公
的な正統性の裏書を与えてしまう危険性を有してい
る。従って特段の注意をすべきという意味であろう。

・文化芸術分野の場合、特定の作品を補助したり、逆
に排除したりするとまさにこの裏書効果によって検閲
につながる可能性がある。しかし、展覧会に資金を出
したり会場提供しても裏書効果は生じない。むしろ市
長の今回の「トリエンナーレに公金を支払うと裏書効
果がある」旨の発言がまさに特定の作品を排除する、
Ｇovernment speechとなりかねず、検閲的な行動と受
け取られかねない。
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

B1 「自分のカネでどこかでやっていれば、あーだ、こー
だと言わない。でも公共事業だ。名古屋市、愛知県主
催というのがでかい。陛下に敬意を持つ人がほとんど
です、日本人は。公金を置く場合、一定の審査義務み
たいなのがある。そうでなければ無政府になってしまう。
公共事業は納税者の税金が使われる。誰かが審査し
ないといかんでしょ」

・主催は市と県ではない。「あいちトリエンナーレ実行
委員会」である。

・「あいちトリエンナーレ」の2019年度の事業費執行に
ついては、 2019年3月27日に開催された実行委員
会運営会議で承認された事業計画及び予算に基づ
き、実行委員会の財務規程等に基づく正当な事務手
続きを経て行われたものである。

・また、愛知県及び名古屋市が、トリエンナーレ実行
委員会へ負担金を支出することは、2019年度当初予
算として、それぞれの議会で承認されている。

・公金を執行する場合には、包括的な基準を定め、
個々の事例をそれに照らして合理的に審査すること
が、どの自治体においても一般的であり、これは今回
のトリエンナーレについても同様である。ちなみに文
化庁の補助金交付においても、トリエンナーレの全体
コンセプトや展示方針が審査された上で採択される。
また、今回のその後の不交付決定についても、個々
の作品の内容の可否により不交付決定を受けたわ
けではない。

河村市長が主張されるような審査手順は文化事業
の実態にあわず、また後に行うとすれば、個別作品
の検閲となってしまう。

2019年3月27日に開催されたトリエン
ナーレ実行委員会運営会議の結果
（参考１）
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

B２ 公務員は憲法第15条2項の全体の奉仕者

であり、皆が納得することをやらなければなら
ない。

・実行委員会は行政機関でなく、また、芸術監督やキュ
レーターは公務員ではない。それはさておいたとして
も、 憲法第15条2項が規定しているのは公務員の中立

性である。
・そもそも芸術文化の場合、県民、市民等の考え方は多種

多様であり、全員が納得する内容のものだけを展示す
るという想定はありえない。仮に作品の内容に踏み込ん
で公務員が特定の作品を不許可にする場合には、特定
のメッセージ等を否定することになり、かえって公務員の
中立性が損なわれることとなる。
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

C （大浦氏の映像作品について）
「でも出展一覧が違っとった。だまされたわけだ。

陛下の（作品）はリストに「ＰａｒｔⅠ」とあり、写真が
あった。ところが展示されたのは動画の「ＰａｒｔⅡ」
だったんだよ。」

・愛知県トリエンナーレ推進室担当者（＝トリエンナーレ実
行委員会事務局担当者）から、名古屋市文化振興室担
当者に「表現の不自由展・その後」の展示内容を説明し
た7月22日の時点で、実行委員会事務局も会長（知事）

も、大浦氏の新作映像作品の存在は把握していなかっ
た。

・(大浦氏の映像作品は)7月末に会場の機材に設置され、
内覧会で公開された。しかし、実行委員会の事務局も会
長もこの時点まで、この作品の存在を全く知らされてい
なかった。（報告書Ｐ69参照）

・「遠近を抱えてパートⅠ」は存在しない。出品された作品
は「遠近を抱えて」（版画コラージュ）と「遠近を抱えて
PartⅡ」（新作映像）である。「遠近を抱えて」は、版画シ
リーズの14点からなる作品であり、今回の「あいちトリエ
ンナーレ2019」では、そのうちの４点と映像作品である
「遠近を抱えてpartⅡ」が出展された。従って、「遠近を

抱えて」をパートⅠととらえた場合、「パートⅠ」は出展さ
れていたと言える。

・なお、「遠近を抱えて」は4月11日時点の出品候補リスト

に記載されており、事務局は、大浦氏の版画シリーズの
出展については、認識していた。しかし、新作の映像作
品である「遠近を抱えてpartⅡ」については、前述のとお
り、7月30日まで事務局は、その存在を知らなかった。

・7月22日に愛知県トリエンナーレ推進
室担当者が、名古屋市文化振興室担
当者に説明した資料 （参考３）

・今回のトリエンナーレでは、版画シリー
ズ14点のうち、４点が時期によって２

点ずつ分けて展示された。

8月1日 ～3日 ２点
10月8日～14日 別の２点
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

D１ （平和の少女像について）
「展示内容を知ったのは7月31日の前夜祭。隣に
いた市議が『慰安婦像が展示される』ようなことを
言ったもんで、『そんなバカな』と驚いたわけで
す。」

「慰安婦像があるから、問題になるので隠して出そ
うと言ってるわけです。だからだぶん本当のことを
いったら認められないだろうと。」

・少女像についての初めての情報は、3月27日のプレスリ
リース資料にある慰安婦問題という記載である。その後、
具体的な出品リストがでてきたのは４月１１日で、そこに
は《〈平和の少女像〉ミニチュア》《ソウル駐韓日本大使館
前、釜山日本領事館裏〈平和の少女像〉》という記載が
あった。

・実物が展示されるという事は会長（知事）には６月12日に
初めて報告された。その後会長（知事）からパネルにでき
ないか等の示唆があったが最終的に７月19日に展示形
態が決まった、(報告書P29、30参照）

・名古屋市役所の職員は7月22日の時点で少女像が出品
されることを確実に知っていた。市役所内で市長に対す
る報告がなされなかったと思われる。
（※詳細は後述）

・3月27日に配布したプレスリリース資料
（参考２）

・7月22日に愛知県トリエンナーレ推進
室担当者が、名古屋市文化振興室担
当者に説明した資料
（参考３）

・8月5日に名古屋市長の定例会見にお
いて、職員が少女像の出展について
市長に報告をあげなかった、反省して
いると発言。
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

D２
「7月22日の時点で、陛下のことは彼は知らなかっ

たと言ってる。陛下の燃えるやつ。バーナーでね。
だけど慰安婦像と、慰安婦像だけに絞って言お
うか。慰安婦像については知っとったはずです。
彼が担当者ですけど、名古屋市の。彼が見て、
彼かその部下か忘れましたけど、これはええの
かといって県に聞いたら、県は大村知事がいい
と言ってると、それを展示しても、と言ったと、そう
でしょう。うなずいてます」

・「県は大村知事がいいと言っていると、それを展示し
ても、と言ったと」という事実はない。明確に事実に反
する。

・会長としては、これまで３回のトリエンナーレと同様に、
企画展示の内容については極力専門家である芸術
監督に委ねるべきと考えていた。さらに、知事としても、
金は出すが口は出すべきでないと考え、また、憲法
上の「検閲」にあたると言われかねないと考えていた。

・会長として、少女像の実物展示があることに
ついては、安全上の危惧をし、芸術監督に対
し、「少女像は何とかならないか、やめてくれ
ないか」、「少女像は、実物ではなくパネルに
ならないか」、「写真撮影は禁止にできないの
か」といった懸念を伝えた。（６月20日）

・しかし、不自由展実行委員会側には、少女像
の展示はするという強い意向があったので、
芸術監督は、写真撮影禁止、又は入口付近
からの写真撮影のみ許可し、SNSへの掲載
禁止で対処する意向を事務局経由で会長へ
伝えた。（７月８日）

・会長は、事務局を通じて、芸術監督に対し、
再度少女像展示はやめてもらえるよう考え直
してくれないかと伝えるとともに、写真撮影禁
止とSNS写真投稿禁止を、芸術監督と不自
由展実行委員会の連名で掲示するよう協議
を指示した。（７月11日）

・これに対し、不自由展実行委員会は、写真撮
影は禁止できないが、SNS写真投稿禁止に
ついては、あいちトリエンナーレ実行委員会、
芸術監督、不自由展実行委員会の３者連名
で掲示することを了承した。（７月19日）
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

D2
「7月22日に県から作者と題名、内容と写真が提示

され、慰安婦像と『間抜けな－』は写真で載って
いた。市当局は『まずいのではないか』と言った
が、24日に県は『大村秀章知事がいい』と言って
いると。こっちも誤った。（市が）オレに言わな
かったんですよ、そのことを」

「7月22日の時点で、陛下のことは彼は知らなかっ
たと言ってる。陛下の燃えるやつ。バーナーでね。
だけど慰安婦像と、慰安婦像だけに絞って言お
うか。慰安婦像については知っとったはずです。
彼が担当者ですけど、名古屋市の。彼が見て、
彼かその部下か忘れましたけど、これはええの
かといって県に聞いたら、県は大村知事がいい
と言ってると、それを展示しても、と言ったと、そう
でしょう。うなずいてます」

・市担当者が「まずいのではないか」と言ったこともなければ、県担当
者が「知事はいいと言っている。」との発言もなく、そうしたやりとり
はなかったことを、県と市の担当者で確認している。 該当の表現
は事実ではない。

（県と市のやりとり）
7月22日(月)

名古屋市文化振興室に説明。名古屋市担当者から、「知事まで話
が上がっているか、知事の見解はどうか」との質問があり、県担当
者は、「知事には報告済み。知事はトリエンナーレの展示内容につ
いては、『金は出すけど口は出さない』という方針」と回答。

※この時に、（市担当者が「これいいんですか」と聞いたこともなけれ
ば、）県担当者から「知事がいいと言っている」との発言もなく、そう
したやりとりがなかったことが県職員と名古屋市担当者との面談で
確認できている。

その後、市担当者からの依頼に基づき、県担当者から事務局の
想定問答をメールで送付。

7月23日(火)
名古屋市担当者は、22日の県担当者とのやり取り及び送付された
想定問答を文化歴史まちづくり部長、文化振興室長に報告。その
際、「市長や議員に説明する際、知事の見解を聞かれる可能性が
高いため、対外的に言えるものが必要」という話になり、県担当者
にメールにて、県や知事の見解をまとめたものを提供してほしい旨
依頼。

7月24日(水)
市担当者が前日のメールの回答を電話で確認したところ、県担当
者が「改めて出すことはできない」と回答したため、市担当者が「事
務局の想定問答の該当箇所を、県や知事の見解として良いか」と
確認。県担当者が了承。

7月22日に愛知県トリエンナーレ推
進室担当者が、名古屋市文化振
興室担当者に説明した資料（参
考３参照）
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7月22日に愛知県から名古屋市へ提供した想定問答

Ｑ３ 「表現の不自由展・その後」の展示内容について、事務局はどう考えているのか。

〇今回の展示については、津田監督からは、「個々の作品の主張や意見を肯定・否定するのではなく、過去に

何らかの理由で展示不可となった作品を集め、表現の自由に関する問題提起をし、皆さんに議論していただ

くことが目的」と聞いている。

（○展示内容については、直接、津田監督に聞いていただきたい。）

Ｑ４ このような展示に対して、公費が使われていることについて、どう考えるのか。

○「あいちトリエンナーレ」については、これまで、選任された芸術監督の総指揮の下で、展示作品を始めとする

芸術祭の中身を決定してきた。

〇実行委員会事務局は、芸術監督が決定した内容を尊重して、円滑に運営できるように取り組んできた。

〇今回のトリエンナーレも同じ形であり、事務局としては、芸術監督の指揮の下で、円滑な運営に向けて必要な

対策をとるように心掛けており、今後もそうしていきたい。
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

Ｅ
「これは大村知事が完全に独断、これ、独裁でやっ

たことなんであって、こちら側がいくら話し合おうとも
一切話に乗ってこなかった、彼は。」

「権力行使したのは大村氏。会長が会長代行に相
談せにゃ、いかんですよ。」

・「あいちトリエンナーレ2019」の事業計画は、名古屋
市副市長が出席した3月27日のあいちトリエンナー
レ実行委員会運営会議で承認を受けており、知事
が独断で行ったものではない。

・「表現の不自由展・その後」が今回のトリエンナーレ
に参加することは、2019年3月27日に開催されたト
リエンナーレ実行委員会運営会議で配布されたプ
レスリリース資料に掲載されている。それに対し、
名古屋市から抗議や質問はなかった。

・河村市長はトリエンナーレ実行委員会の会長代行
であり、主催者側の一員である。もしも、展示内容
に対する疑義が生じたならば、いきなりマスコミを
通じて問題提起をする前に、会長に申し入れ、協
議するべきであった。

・ なお、河村市長らの発言による直接的影響はな
かったが、ＴＶメディア等を通じた同氏らの対外的
発言によって、電凸等が激化した可能性がある。
（調査報告書Ｐ９６参照）

・ 政治家の発言は、純粋な個人的発言とはみなせ
ない。内容によっては圧力となりえ、（広い意味で
の）「検閲」とも言いうるので、慎重であるべき。また、
報道等で広く拡散されることで度を越した抗議を助
長する点でも慎重であるべき。

・3月27日の実行委員会運営会議で配布
したプレスリリース資料
（参考１参照）

・8月2日の河村市長からの抗議文
（参考４参照）

13



河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

（Ｅの続き）
・ 特にトリエンナーレの運営に権限や影響力のある

政治家の発言は、行政（を担う者）によるものであ
ること、表現の内容を理由とするもの、事実上強い
圧力となる効果をもつこと、からして、最高裁の言う
狭義の検閲の定義に当たらないにしても一定程度
の近似性があり、表現の自由の観点から問題があ
る。
（別冊資料２ Ｐ15「⑥政治家の批判」参照）

（知事ヒアリング）
・河村市長から話し合おうという声かけは

なかった。
マスコミ等へのアピールはあった。

・唯一、10月8日の再開直前の7日に「芸
術監督にだまされた。再開はしないで、
手を握ろう。」というものがあった。それ
は、芸術祭を円満に終わらせようという
当方の立場からは受け入れられないも
のだった。
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

F （中垣氏の作品について）
「中垣氏は、いわゆる「idiot JAPONICA」という、円形

の墓を作った人です。そのＧraveの上に日章旗があり
まして、そこにサインがある。それは、特攻隊のサイン
であると従軍兵士のサインであるとか、いろんな議論
があるようだけれど、彼らが、死んだ日本軍兵士を、
「stupid JAPONICA」といった作品を作った人であ

る。」

「それとドーム状の『間抜けな日本人の墓』（＝時代
の肖像－絶滅危惧種 ｉｄｉｏｔ ＪＡＰＯＮＩＣＡ 円墳－）。
太平洋戦争で死んだ日本人の寄せ書きですわ」

・正式名は『 時代の肖像 絶滅危惧種 idiot
JAPONICA 円墳 』 である。「stupid JAPONICA」、

「間抜けな日本人の墓」という名前の作品ではない。
・また、中垣氏は、作品のサインについて、「特攻隊
でもなんでもない。親族が、海軍兵学校の途中で終
戦を迎え、友だち同士で寄せ書きしたようなもの。
自分は、特攻隊を揶揄したりは一切しない。と同時
に、美化もしない。」と述べている。（中垣克久氏イン
タビューより）
・「私の作品は平和と生命を尊ぶ真の心を表現した
ものである。」(「月刊 『 創 』 2019 年 10 月号」より)
と述べている。

「私は子供の頃より与謝野晶子の「君死
にたもうことなかれ」を暗記させられ、正し
い、美しい心が育つように育てられた。自
分の中の真をすなわち「知」を力一杯表
現したものが私の『 時代の肖像 絶滅危
惧種 idiotJAPONICA 円墳 』 である。
（報告書P57参照）
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河村市長のコメント 検証委員会意見 備 考

G
「河村たかしは ・・・・ 、ナチスだと言ったじゃないで
すか。ナチスだと。これでは、どちらが独裁だと言いた
いですよ、本当に。ナチスについては、携帯に電話が
かかっておりまして、留守電が。そんなつもりで言った
んじゃないとかなんとかって言ってましたけど」

（９月17日の定例記者会見）
・大村知事は、「私はトリエンナーレの意義について、
誰もが、芸術、芸術の価値に対する評価は百人百様だ
と。誰もが芸術的価値を認めるものだけの展示を認め
るんであればですね、こうした展示、展示会、展示展は
ね成立しない。ですから、かつてナチスがですね退廃
芸術と称してですよ、前衛芸術とか現代アートを否定し
た歴史があるわけですよ。ドイツは、それを、それの反
省に立って、いろんなもの、ことを、そういうのはいけな
いということをやってるんですね。誰もが認めるもので
なきゃやっちゃいけないということは、まさにそのナチス
そのものなんですよ。だから、それはいかんという。だ
から、そんなことではないんだということと、愛知県や
私が芸術的な価値について当否を判断して、展示内容
を決定したものはありませんということを明快に出させ
ていただいているんです。」と発言。ここでは河村市長
を「ナチス」とは言っていない。

（知事インタビュー）
なお、河村氏への携帯に電話したのは、「ナチスとは

言っていない」ということも伝えたものとのことである。

・本来、そうした記事をみつけた場合、河村市長から

大村知事に連絡するべきと考えられるが、大村知事か
ら河村市長に対して事実関係を伝えるために電話を入
れたとのこと。
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（市長発言内容）

あいちトリエンナーレあり方・負担金検証委員会の開催についてお
知らせいたします。本日、あいちトリエンナーレ名古屋市あり方・負
担金検証委員会を設置いたしました。本検証委員会において、本
市とあいちトリエンナーレ2019の費用負担等を含む関与のあり方と、
今後の公共事業としての芸術祭のあり方について方向性を示して
いただきます。

第１回会議は12月19日(木)午後3時より、これ申し訳ないですが立
派な方がぎょうさんお見えになりますので、東京でのということにな
ります。東京都千代田区の都市センターホテルでの開催となります。
会議の様子はユーチューブでライブ配信し公開で行います。

今後のスケジュールは年度内に今回を含め計3回の会議を開催し、
検証結果を報告していただく予定です。

また、明日10日(火)日本外国特派員協会いわゆる外国人記者クラ
ブにおいて記者会見を行い、外国人記者に向け、今回の件につい
て、私が行って説明してまいります。午後2時からです。是非、来
たってちょうだい。

しっかり説明しないと。公共事業であること、陛下のああいうとんで
もない、バーナーで燃やして踏んづける展示が実は隠されておった
ということがわかっていないと。なんか表現の自由だと誤解している
方が大変多くおみえになるし、あと日本のマスコミは事実を書かな
いと、はっきり外国人の記者に言ってまいります。

ということでございますので、ぜひお越しください。

メンバーについては資料に掲出してありますので、御覧ください。資
料の一番後ろに記載してあります。あいちトリエンナーレ名古屋市
あり方・負担金検証委員会委員名簿ということで五十音順でござい
ます。まず、浅野善治さん、大東文化大学副学長で、元衆議院調査
局決算行政監視室主席調査員、名古屋市の法制アドバイザーをお
願いしております。田中秀臣さん、上武大学情報大学ビジネス情報
学部教授。田中由紀子さん、日本財団ダイバーシティインジアーツ、
プログラムディレクター、それから中込秀樹さん、弁護士で元名古
屋高等裁判所長官、それから、座長ですが、山本庸幸さん、元内閣
法制局長官で、前の最高裁判所判事、以上でございます。大変立
派な方が集まってくださって、内容のあるしっかりした議論をしてい
ただけると期待しています、以上でございます。

～質疑応答～

（記者）

あいちトリエンナーレの検証委員会の開催地が東京になっているが、
どうして東京なんでしょうか。

（市長）

なかなか東京に本拠のある方もおみえになりますし、先生方のご都
合に合わせないといけないですね。名古屋に縁のある方が多い。
座長さんは旭丘高校の出身です。1つ僕より下ですけど。

12月9日 河村市長定例会見での発言録 （その①）

C
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（記者）

東京で開催するということは、注目を集めるという意味ではなく、委
員の方のご都合でということでしょうか。

（市長）

はいそうです。

（記者）

検証委員会についてですが、改めてですが、どういう手順でどうい
うことを検証するのか、をお教えいただきますか。

（市長）

始めは僕が行って冒頭ご挨拶させていただきますが、まず、公共事
業における、今回が公共事業でしたから、公共事業における美術
展のあり方を議論していただく。

それから、名古屋市で払っていないお金、3,400万、（市の職員が
3,300万円と訂正）払った金で1億4千万のお金をどうするかというの
は市民の皆さんのお金であり、県のお金の6億のなかにも名古屋市
民が払っているお金がものすごくある。名古屋市民も県民税を払っ
ていますので、そういうお金をどうするかということ。私からすれば、
4点あります。何度も言いますけれども。

1つは、陛下の肖像をバーナーで燃やして足で踏んづけるという動
画が展示されていたこと。2つめは、それが隠されていたこと。今日、
そもそも見せてもよいと思いますが、この間櫻井よしこさんの番組

に出た時に、一覧表を見せましたけれども。8月1日オープンの展示
で、7月22日に名古屋市に一覧表で提示されているわけです。提示
13項目ですかね、不自由展に関するものは。その中に、問題になっ
た慰安婦像はそのまま写真も本物が出ている。Idiot japonica まぬ
けな日本人の写真も内容もそのまま出ている。しかし陛下のは『遠
近を抱えて』のパート１が（一覧には）出ている。その他の欄につい
ては空欄になっている。その他は、ないという展示、リストになって
いる。で、例の動画で、肖像画をバーナーで燃やして足で踏んづけ
るというのが、あれ（リスト）どおりでいけばないわけです。展示され
てはいかんものなんです。まあ、皆さんに配ったらどうですか、口で
言っていてもあれですし。名古屋市が愛知県からもらった正式な書
類ですから、7月22日についても。

それと、あとの2点についても、名古屋市の担当から聞きますと、「こ
れいいんですか」と、言葉のてにをはは知りませんが、その慰安婦
像と間抜けな日本人のことについて確認したら、大村知事がこれで
いいと言っとると。当然大村知事がいいといっているということでそ
のままになった。ほんとはそのとき僕に報告しておかないといけな
かったんだけど。要するに大村知事の独断なんですよ、すべて。完
全な独断です。こっちが何べんも実行委員会やってと言っても一切
開かれず。なんか新聞記事に書いてありましたが、逃げ隠れと書い
てありましたが、何にも相談もなし。独断でほぼ10億円を近い、公
的なものをですね、やられたということです。

D2

E

C
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（市長発言続き）

名古屋市長が委員長代行としてですと、いったん公的な判断があっ
たのにですよ、大本営の発表があったことなんですよ。私が発表し
たわけではないんです。発表があったときにそれはちょっとまずい
んじゃないかと、議論しようじゃないかと。これ、中日新聞に言いた
いですけど、本当に、社会の自由に対する脅迫ですか、これ。もし
脅迫だというなら知事の方が脅迫じゃないですか、こういうことはや
めてほしいというおびただしい数の人がいるでしょう。天皇のことは
知らなんだということになるかもしれないが。

だいたい、100％は無理ですが、公務員は憲法15条２項の全体の
奉仕者ということになっていますからみんなが納得できることをやら
ないといけないわけです。

税金で応援しても良いですよ。税金でやることが全部悪いとは言っ
ていない。税金で、芸術を、助成ですね。名古屋市だってやっとか
め文化祭とか、市の美術館でやっているカラヴァッジョとかやってま
す。一定の芸術の支援はやっていますよ。それはちゃんと議会を通
して、当然のことだから、カラヴァッジョがどういう展示かということ
が事前に説明がありまして、議会も皆さんも理解してやっている。そ
んな中、隠して出すなんて、そんなものをマスコミが報道しないなん
てとんでもない。今回のことで分かりましたが、やっぱり日本人は事
実をマスコミが報道するのが弱いって。

（記者）

先ほど4点ということだったが、もう2点はどれですか。

（市長）

もう2点を言うと、陛下の写真を燃やしているやつがあったということ、
足で踏むやつ。そして、それを隠していたこと。少なくとも7月22日の
リストに入っていないということ。入っていないどころか、ない、空欄
になっています。さらに、これが公共事業であること。私的な展覧会
ではないんです。今まで私は、ただの一回も、表現者、芸術家の皆
さんに対してこういうことをやるなといったことは一度もない。聞いて
くれればよいのですが、一回もありません。主催で、公共事業でや
る場合は一定の審査権があるんです。

それだったらマスコミ書いてくださいよ、審査なんかするなと。これ、
堂々とかけば良いではないですか。良いですよ、テレビで審査する
なって言ってもらっても。芸術だと言って。それだったら、市役所の
職員みんな辞めないといけないですよ。

（記者）

市長、もう1点はなんですか。

（市長）

もう1点は、マスコミです。マスコミが事実を報道しない点です。全員
とは申しませんが、慰安婦像ばかりで、たまたまNHKもおりますが、
慰安婦像だけでですね。残りの今の3点について報道しないこと。
だからリアリズムに密着してもらわないといかんということです。

（記者）

それをこの検証委員会で検証するのか。

B１

B2
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（市長）

私はそのように考えていますけれどもね、あり方と抽象的に言って
いますけど。

（記者）

手続きの進め方についてお伺いしたいのですが、今年度３回やって、
それが諮問なのか、それを受けて市長がどのように判断するのか
など、詳細な手続きについてお教えいただきたい。

（市長）

3回やって、諮問いただいて。それは重要なご意見でございます。最
終的には市が決めます。

（記者）

従前、市長は委員の構成について、市長が地元の有識者というこ
とだったが、山本さんは地元のご出身ということではありましたが、
地元を拠点にしている有識者はいるのか。

（市長）

女の方（田中さん）が、半田、阿久比の出身の方で過去のあいちト
リエンナーレを3回ともコーディネーターのような仕事をやってみえ
た美術評論家ですね。委員一覧のうちの日本財団の女性です。

浅野さんは名古屋市の法制アドバイザーをやってみえる。衆議院
の法制局で活躍された方です。

（記者）

この方は、市長も衆議院議員時代から知ってみえる方か。

（市長）

衆議院議員時代からよく知っております。内閣の法制局の長官だっ
たかたもいらっしゃいますが、衆議院調査局は、自分で一から作ら
なければいけないので、ものすごくよく知っていますよ。内閣法制局
は各省庁からあげてきたのをチェックするところですので。非常にお
詳しい方です。

相当、最高なメンバーです。某県の親分に言わせると名古屋市に
なんかできやせんわいと言っとったらしいけど冗談じゃないよ、とい
うことですよ。

（記者）

検証を受けて市が判断するのは未払いの3,300万だけではないの
か。

（市長）

今年度支払ったも分です。1億4千万円も。
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（記者）

今後のトリエンナーレへの関わりについても議論されるのか。

（市長）

ま、関わりのあり方も議論していただく。

（記者）

1億4千万の部分ですが、支払が不適切という意見が出た場合に、
例えば返還を求めるということもあり得るのか

（市長）

それは重要な参考にさせていただかないといけないですからね。あ
りえないと言っていたら、意見聞くことの意味がないですから。いろ
んな選択肢の中で重要なアドバイスをいただいたということになる。

（記者）

4点という話だったが、4点のいずれも、先方の回答を求めるという
事でいいのか

（市長）

僕は（検証委員会の）冒頭で言いますけれどね。そのような問題点
はこういうことですと。よう誤解されていますので。まあ知りませんけ
れどね。いかんですわ。あんまりジャーナリズムに文句を言ってい
かんけれども。まあいいですよ、自由にやってもらえば。

（記者）

市長がそういう提言をされて、実際に会議を運営していくのは事務
方だと思うが、4点の回答を最終的に求めるということでよろしいで
すか。

（市長）

まぁ、私はお願いします。4点について。

（記者）

県の関係者は出席しないということだが、事実関係を検証する時に、
お互いの言い分があると思うが、名古屋としてはこういう通知しか
受け取りませんでしたと言うことに対して、県側の言い分はどう反映
するのか。

（市長）

どっかで県のヒヤリングをするわけでしょ。
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（記者）

県の方で実行委員長を民間からという話がありましたけれども、そ
れはこの検証委員会の議論とは別個ですか。

（市長）

別個です。それは勝手にやってもらってですね。何を考えておるの
かっていう話です。

名古屋市民も県民税払ってますから。そのやり方について独断で
誰に相談もせずに、ぐちゃぐちゃじゃないですか。

（記者）

この検証委員会の取材ですが、在京メディア及びフリーランス、雑
誌社も全部入っても良いんですか。

（市長）

それはＯＫだと思いますよ。
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じゃあ日本語でいきますけど。なるべくポイントを絞ってくれという
ふうに言われましたので、だから問題をまず絞りまして、4点に絞り
ます。まず1つは、今回のあいちトリエンナーレ問題というのは、こ
れはいわゆる公共事業だったんです。私はいまだかつて、作家、
アーティストに、こういう表現をしてはいかんと言ったことは、一遍も
ありません。どこかの画廊、ギャラリーとか、それから自分のうちで
とか、そういうところで、河村が自分のお金でということで、こういう
表現はいけないということは一遍もありません。

今回は、どうも僕が調べたところで、アメリカ、イギリスではあまり
ないようですけど、今回は名古屋市、それから愛知県主催、
Organized by the prefecture and city of Nagoya. You know? 税金を芸
術に一切使っていけないということはないです。それはやっぱり助
成して、芸術を育てるという場合があるからね。そういう場合は、し
かし議会があったり、それからマスコミがあったりして、ちゃんとス
テップがあって、そこで民主主義的なステップを取ってやることなわ
け。

要するに、この場合、まず1つはやったことを認めますと、名古屋
市主催ですから、愛知県もそうだけど。名古屋市民がこの展示を応
援したということになるんです。ということは、これ、Government 
speechといいますけど、裏書き効果といいますけど、役所がこういう
ことを、ある芸術を主催するということは、それはいわゆる、いいこ
とであると。市民が応援しているという裏書き効果があるといわれ
ています。ですから、やはりきちっと慎重にというか、当たり前です
けど、役人側はやらないかん。憲法15条2項というんですけど、そこ
に、いわゆる公務員は全体の奉仕者だという規定がある。だから慎

重にやって、だから私たちというのは一定の審査をする義務がある
んです。Dutyです。Not rightです。Our duty to check it. 分かりま
す？ You get it? ということで、まずそれがワンポイント。

それからセカンドポイントは、Statue of the sex slaves， no good，
comfort ladyもImportantですけど、だけど、陛下の、昭和天皇です
けど、昭和天皇の肖像画ですね。肖像写真が、これちゃんと言って
くれないと。バーナーで燃やしているんですよ。バーナーで燃やして、
あと灰になったのを足で踏みつぶすという動画があったと。Not only 
picture but moving， moving picture it was. ビデオ、そうです。それ
で、それが2つ目。

それからサードポイントは、これが実は隠されていたと、展示のと
きに。これ、どうしましょう。隠されていた証拠の書類を、今、説明し
ましょうか。

はい、ちょっとそれ。いやいや、まず。3ページあるでしょう。これは
どういう書類かといいますと、8月1日にあいちトリエンナーレがオー
プンしました。1週間ほど前の、愛知県が名古屋市に示した書類で
す。どういうものが展示されるかという。一番向こうにおるのが名古
屋市の担当者で、彼が名古屋市の担当者で。そこに県が示したや
つ。いいですか、それでちょっと、これは日本語ですいません。I'm 
sorry this is Japanese， sorry， but this is the accurate one， original 
one， OK? You get it ? これで、まず第1ページの問題が、一番大きい
のは、ナンバー10。これ、見立て帖で、ファーストページのナンバー
10。これ、ずっと右へいきますと、二重丸があるところ、ありますね。

A１

A2
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ここは、どういうことかいうと、一番上までいきますと、これ、2015
年展示と。これ、2015年には展示したもの。それで、問題はProblem 
is hereなんですよ。問題は、次の欄は今回追加展示の欄なんです。
前回のには、陛下の、それ、じゃあ次いきましょう。その次のページ
見 て。写真がありますから。ナンバー10、右側の10。ナンバー10。

10のところのずっと右へ行くと写真があるでしょう。ここが昭和天
皇。これは、バーナーで燃やす写真じゃないんですよ。パターンが2
つあり まして、この10番の作品には『遠近を抱えて』ってあるでしょ
う、これ。パート1とパート2があって。パート1のやつが出してたんで
す。だけど実際今回トリエンナーレで出されてるのはパート2を出し
たんです。パート2にはIncludes、陛下の、バーナーで焼くいうのを強
調してよ。バーナーで焼いて、あと足で踏んづけるのが出されてい
た。バーナーで焼くという意味は、単なる火で燃えたんじゃなくて暴
力を意味している。ということでございまして、実はうその展示に基
づいて行われた。 うその申し込みですね。皆さんに聞きたいんだ
けど、うその表現にはFreedom of Expressionってあるんですか。こ
れが3つ目。

4つ目のポイントは、今日マスコミがたくさん来とるけど、たぶん皆
さん、外国人の記者クラブの皆さんも、たぶんこのComfort ladyのね、
Statue。慰安婦像の報道しか知らなかったと思いますよ。ほとんど
のマスコミがこのComfort ladyだけやって、Comfort ladyは、私はあ
れはうそだと言っておりますけど、だけどそうでないという意見もあ
るでしょう、一応これは。それはそれ。

だけど問題は、陛下の、やっぱり肖像画をバーナーで燃やして、

あとで足で踏んづけるということは、これはハラスメントであって、こ
れは。ハラスメントであって、たぶん皆さんの中には、いや、ロンドン
の美術館では、私も見ましたけど、なんとか美術館では、エリザベ
ス女王の顔にマスキングした画像を保存しているというのも調べま
した。見ましたけど、悪いけど、バーナーで燃やして足で踏んづける
というのとは、僕は全然質的に違うと思いますよ、それは。それがま
たうそを言って展示されることってあるんですかと。

そのことをマスコミがやらないもん。日本のマスコミは。やっぱり、
事実をちゃんと、リアリズムにちゃんとマスコミが立ってもらわない
かん

それでこれがうそを言ったということの理由を、2つ3つ言いますと、
今日おみえになっておるからそこに津田さんがおるけど、あとは
ちょっと分かりませんけど、中垣さんという方がみえます。この方は
非常にフレンドリーな方で、たまに僕と電話して、一杯一緒に飲もう
かなって言ってますけど。彼はいわゆる「idiot JAPONICA」という、こ
ういう円形の墓を作った人です。そのGraveの上に日章旗がありまし
て、そこに、これなんですけど。フォトがね。そこにサインがある。そ
れは特攻隊のサインであるか、従軍兵士のサインであるか、いろん
な議論があるようですけど、彼らが死んだ日本軍兵士を、「stupid 
JAPONICA」といった作品を作った人です。

彼はAbemaテレビの中でしゃべって、それは原稿になって起こさ
れています。私たちは、いわゆる実行委員会って2つあるんですけ
ど、小さいほうの、不自由展の実行委員会から出品してくれと頼ま
れたと。この作家がね。

C
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彼の展示の内容はちょっと思想が僕と違いますけど、彼は非常に
筋の通った人ですね。彼がどう答えたかいったら、名前も展示品も
ちゃんと出してやろうと言ったと。僕は。だけど実行委員会は、彼が
言っとる言葉ですよ、Abemaテレビで。実行委員会は、慰安婦像が
出てるから問題になると。だから隠してやろうと言われた。中垣さん
は、そんなことはいかんと、僕も芸術家だと、そんなことやったことな
いと。それで、そこの津田さんみえるけど、本人に聞いたらいいけど
も、津田さんに電話をしたと。そしたら津田さんは、必ずあとで出す
と言ったと。Later、と言ったということで、こんなふうになってしまった
ということを、彼がそうやって答えている。

大村知事が完全に独断、独裁でやったこと

僕も非常にフレンドリーな人だから、電話で話しとるんです、たま
に。一緒に酒飲もうか、ぐらいまで言っとる。そのときにこうやって言
われたんで、あの話は本当でしょう、言ったら、本当です、そうで
すって答えました、彼は。証拠はないけど、録音はしてないけど。

それからもう1つ有名なところでは、津田さんが、4月のニコニコ生
放送で津田さんと、ヒガシさんだったかな、東さんだったかな、のカ
ンバセーションが、これはニコニコ生放送で撮って、東さんがやっぱ
り天皇が燃えたりするんですかと。それでその前ですけど、やっぱ
りこれが一番やばい企画になるんですよと、おそらく政治的にはと、
そうやって津田さんは話をしています。順番がちょっと逆でした。そ
れから東さんが、やっぱり天皇が燃えたりするんですかと。それで
津田さんは、ああっと言って笑いと。これは動画で見れますから。

そういうことなのであって、申し訳ないですけど、Freedom of 

Expressionは、アーティストもリスペクトさせていただいてもいいけど、
やっぱりちゃんと言ってもらわないかん、いくらなんでも、本当のこと
を。こういうのが一番大事なポイントだと。最後ですから、【どんどん
言っていきますけども】、これは大村知事が完全に独断、これ、独裁
でやったことなんであって、こちら側がいくら話し合おうとも一切話に
乗らなかった、彼は。

Yes， prefectural governor. で、最後の再開したときに3時半ごろで
す。電話で彼と話をしました。今回はだまされたんだと、本当に、こ
れは。私たちはチェックする、ええかどうかは別よ、これは。私はガ
バメントとかそんなパワーなんて大嫌いなほうです。けど、河村たか
しさんは反権力のシンボルみたいな男だ。日本で減税をしておるた
だ1つの市ですから、名古屋は。減税、Tax cat. Tax cat is a symbol 
anti-government， you know? Right？ ということでございまして、大
村さんに電話で僕はだまされたんだからいかんいうて、今回は。だ
からだまされたことに表現の自由はないと思うと、僕は、これはと
言った。こんなことを認めたら日本中にうそを勧めることになります
よ。表現の自由といってマスコミの、特に中日新聞、朝日新聞、NHK
が絡んで天皇のことを巻き込んだらうそでもなんでもやれるのかと、
これ、いかんでしょう、これ。そこはいけないと言っている。

それは大村さんの電話の言葉じゃないけど、大村さんに再開して
はいけないと言ったんだけど、うーんとかいって、たぶんそのときは
すでに再開を決めておったと思いますけど、再開してしまった。その
夜、たまたま偶然ですけど、Accidentaryですけど、愛知の美術館の
ところに行っとったんですよ、本当にオープンするかと思って。そし
たら上から津田さんが下りてきた、偶然。

E
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津田さんが。それで僕はそのとき津田さんに、なぜうそを言うんだ
と言ったんやね。といって別になんの反応もしなかったし、それで終
わりました。そういうことで、名古屋市もあと3，300万ですか。支払
いのお金が残っとるわけ。ペイしたのでも1億4，000万ありますけど。
これは税金ですからね。Public moneyですから。今も記者会見やり
ましたけど、名古屋も独自に検証委員会を立ち上げます。第1回目
は東京でやりますけど。東京で。座長は最高裁判所の前の裁判官
をやっとった山本さんっていう人がやってくれます。東京でやります
ので、ぜひご参加いただいて。

だから僕はとにかくタックスペイヤーがちゃんと納得することをせ
ないかんということで、私は一連のいろいろ言っとるのは、とにかく
Dutyだと思っています。ということで、That’s all. thank you for 
listening. I love you.

司会：こういうものが公共の場に見せられていることに対しては、そ
れには反対ではないんですね。

河村：公共の場で見せられることに、何。Freedom of Expressionをサ
ポートして、公共の場で公共主催で、それでほとんど税金で、なお
かつだましてやることに反対です。

司会：この展示がどうこうであれども、こういうような暴力的な反対
運動ということに対して

河村：それは、暴力的にいろんなガソリン持って駆け付けるとか、そ

れは駄目でしょう。それはテロじゃないですか。申し訳ないけど、私
のところにも、ガソリン缶持って行くいって、私、被害届出して、彼は
逮捕されました。なぜかって、僕のところに来たかいうと、私は委員
長代行であって、大村さんは委員長なので。当然同じ一味だと思う
わけです、グループの。僕はだから、先ほど言ったように、8月、正
確に言うと7月31日の、なんで分かったかいうと、7月31日の前の、
そういうパレードの前、あそこで津田さんが出てきて、10人ぐらい舞
台の上に立っとったんです。一応、会長代行だから。

津田さんが出てきて、20分かなんか、文化庁が来んでおかしいと
かいって、大演説をやりかけて、これどうなってんねんと、これはい
うて。僕は津田さんとなんの面識もないから、びっくりして。そして、
なんだこれはっていったら、隣に自民党、市会議長がいて、いや、
実は、慰安婦像が出とんだぞとか言うもんで、びっくりしてですね、
これ。本当か、それって。冗談だろう、言って。と、思ったのが初めて
で、その次の日にまた、ある人から電話をもらって、それで、これ、
見に行かないかんからということで、8月2日の日に見に行ってびっ
くりしたんです。天皇陛下の燃えとる話と、それから慰安婦像と、そ
れから今のこれね。で、びっくりして。それが初めてだった。

最後。今回の問題は、表現の自由の問題ではありません。はるか
に表現の自由の以前の問題なんであって、人間はうそをついても
いいかという問題です、これは。
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記者1：フリーランスのイシカワと申します。そうすると、こういうふう
に理解していいんでしょうか。今回の件で、Deceive（欺く）とか、Lieと
か、そういうものがなかったら、別に、今まで問題となったあれを含
んだ、作品を含んでいても構いませんよと、そういうことでしょうか。

河村：アンサー、いいですか。もし本当のことを言っておられたとし
ます。申し込みのときに、これが、天皇陛下の肖像画が、前のと
違ってですよ、パート2で、前のと違って、バーナーで燃やして足で
踏んづけるというのを出しますと言っておられたら、僕はちょっと
待ってくれと。それは、なぜかというとこれ、公共事業だからいうこと
で、大至急実行委員会をやろうと。そこで津田さんやら、それからこ
の大浦さんやらみんな来て、意見を聞いて、そこで考えようと言った
と思いますよ、僕は。

記者1：私が名古屋からの新聞リポートを読んだ限りでは、河村市
長は天皇の肖像画を燃やし踏みつけるような、こういう作品を展示
するような、このビエンナーレ展、これにタックスマネーを出すことは
できないと、こういう発言だったと思うんですが、それは違うんでしょ
うか。

河村：それはきちっと書かんといかんのだけど、公共事業ですから、
言っておきますけど。民間の画廊でやったやつじゃないんです、こ
れは。民間の画廊だったら私はなんの権限もありません。だからパ
ブリックマネーの、いわゆるパブリックワークスの場合は、やっぱり
チェックする義務があるでしょう。だから会合でテーブルに上げる必
要はあるかと思いますよ。だけど本当のこと、Deceivedだから、それ
できなかったわけですよ。だから単純にそういう問題じゃないんです

よ、やっぱりこれは。

要するに先ほど言ったように、中垣さんの正直な言葉に入ってる
けど、これ慰安婦像があるから、問題になるので隠して出そうと言っ
てるわけです。だからたぶん本当のことを言ったら認められないだ
ろうと。そういうことだと思いますよ。だから隠したんだと思いますよ。
だからやっぱり、相当ものすごい問題だったということですよ、これ
は。政治的だし、これ。

記者2：フリーランスのオバヤシと申します。私は河村市長のご主張
は100％、個人的には賛成するんですが、大村さんという方はなぜ
あれですか。同じような考えになられないんですか。お話しされたこ
と、たくさんあると思います。

河村：いや、再開のときはちゃんと話しましたし、ほかはちょっとこれ
は一遍、僕はまず当然、代表代行ですから、ディシジョンはできない
わけです。大村さんにちゃんと話し合おうと言ったら、彼はどう言っ
たかといったら、記者会見で言ったんですけど、河村たかしは憲法
違反であり、検閲であり、ナチスだと言ったじゃないですか。ナチス
だと。これでは、どちらが独裁だと言いたいですよ、本当に。ナチス
については、携帯に電話がかかっておりまして、留守電が。そんな
つもりで言ったんじゃないとかなんとかって言ってましたけど、これ
は私悪いけど、あなた記者会見でナチスだと言ったんだから、記者
会見で謝ってくださいよと言ったら、あとなんにもなしです。そういう
状況です。

G
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何度実行委員会で、大村さんは会長で僕は会長代行ですから、
そこでまず議論せないかん。何度言ったか分からない、文書では。
だけど、ただの1回も開かれませんね。無視ですわ。

司会：（英語）認められたそうなんですけども、それはご覧になりまし
たでしょうか。

河村：それは新幹線のニュースで見ましたけど、伝聞のね。だけど
これ、ここで議論してもなんですけど、強制的にっていうのが、
Forcedって、どういう意味なのか知りませんけど、強制的の意味に
はいろいろあってですね、これは。いわゆる従軍慰安婦問題という
やつは、泣き叫ぶ子供を振り切って、朝日新聞によりますと、吉田
清治さんという人が済州島で振り切って200人かな、強制的に連行
したという、そういう軍は強制的に女性をSexual slaveにした証拠は
ないと。証拠はないということを主張しておるのであって、一定の、
あまりこれ言っちゃいかんけど、私のおやじも軍隊いってましたから、
やっぱり慰安所いうのはあったぞとは言ってました、それは。だから
一定の管理をしとったことは、僕はありうると思いますよ。

通訳：すいません、ちょっと確認なんですけど、言葉の翻訳が間
違っていたら大変なので。先ほどSexual slaveとおっしゃいましたが、
それって日本語で言っていただいたほうがいいと思うんですね。

河村：それは日本語でSexual slaveいうと従軍慰安婦です。

記者3：もちろんこの本はご存じだと思いますが、リチャード・クーさ
んの本以外にももう1つ、『反日種族主義』という。

河村：はいはい、読みました。韓国のやつ。難しい本ですけど。

記者3：でも私はその本を読みまして、韓国人の中で非常に良心を
持った人がいらっしゃるということをあらためて感じたんですが。こ
の本によれば、従軍慰安婦などの要するに反日的な話は全部捏造
であるということですね。これは証拠も全部出てますけれども。

それでこの本の主張と、大村さんの意見などとどういうふうにかみ
合っていくんでしょうか。

河村：大村さんのことはちょっとよく分かりませんけど、昔は仲良
かったんですけど、Past tenseです。Now it is past tense we are very 
friendly with 大村さん。だけど、1つ言えることは、7月22日の時点
で、陛下のことは彼は知らなかったと言ってる。陛下の燃えるやつ。
バーナーでね。だけど慰安婦像と、慰安婦像だけに絞って言おうか。
慰安婦像については知っとったはずです。彼が担当者ですけど、名
古屋市の。彼が見て、彼かその部下か忘れましたけど、これはええ
のかといって県に聞いたら、県は大村知事がいいと言ってると、そ
れを展示しても、と言ったと、そうでしょう。うなずいてますから。彼
担当者ですから。ということですから、やっぱり慰安婦像をああいう
格好で飾るということは、ええと思っとるんでしょう。もう1つだけ言わ
せてもらうと、名古屋とロサンゼルスっていうのは、Sister city 
affiliationということで60年来仲良しなんです、われら。ロサンゼルス
は、伊勢湾台風のときも応援してもらってありがたいんだけど、1カ
月ぐらい前に行ってきたときに、日本人の女性がいたんです、ガイド
しとる。彼女が怒っとったんですけど、どう言っとったかいうと、ロサ
ンゼルスの周りで、Comfort lady statueをつくるときに私たち反対運
動をやったんだと、署名運動をやって。これはLiarだと、うそだと言っ
てやったんだと。何をやってくれるんですか、名古屋はと、日本はと。
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私たちこうやって異郷に、アメリカに来て頑張っとるのにねと。名古
屋が主催して、主催ですよ、主催、これ。といって、えらい怒られまし
た。

いや、それはちょっと、やっぱりうそまで言って、展示品を、で、マス
コミがそれをそちら側の応援してですよ、これ。表現の自由だといっ
て。それは公正な議論のスタートになりうるんですか、それ。やっぱ
り正直に展示のときに言って、これを、そうするとみんな、いかん言
いますわ、それは、これちょっと待ていって。そこのところでやっぱり
堂々と議論をすべきだったと思いますよ。Honesty firstですよ。I 
insist honesty first， right?
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12月10日 日本外国特派員協会での記者会見録 （その⑦）



不自由展は公共事業の問題 河村名古屋市長

不自由展「公共事業の問題」

８月、ある国際芸術祭が「炎上」した。愛知県や名古屋市などが主
催した「あいちトリエンナーレ２０１９」。その中の企画展「表現の不
自由展・その後」で昭和天皇の肖像を燃やして踏みつける動画、慰
安婦像、旧日本兵を揶揄（やゆ）する作品が展示された。批判が殺
到し３日間で中止したが、後に再開した。あのとき何が起きていた
のか。トリエンナーレ実行委員会会長代行の河村たかし名古屋市
長を訪ねた。（酒井充）

河村たかし名古屋市長

「展示内容を知ったのは７月３１日の前夜祭。隣にいた市議が『慰
安婦像が展示される』ようなことを言ったもんで、『そんなバカな』と
驚いたわけです。公共事業ですから。次の日、日本維新の会代表
の松井一郎さん（大阪市長）から電話が来て『慰安婦像が出品され
とると聞いたで』と言うもんで。頭から抜けていた。『そんなもん、あ
り得ん』と思うとるから」 《河村氏は冒頭からエンジン全開だ》

出展一覧が違った

「次の日（８月２日）、見に行ったんです。そしたら昭和天皇の動画
があり慰安婦像。それとドーム状の『間抜けな日本人の墓』（＝時代
の肖像－絶滅危惧種 ｉｄｉｏｔ ＪＡＰＯＮＩＣＡ 円墳－）。太平洋戦争
で死んだ日本人の寄せ書きですわ」

「自分のカネでどこかでやっていれば、あーだ、こーだと言わない。

でも公共事業だ。名古屋市、愛知県主催というのがでかい。陛下に
敬意を持つ人がほとんどです、日本人は。公金を置く場合、一定の
審査義務みたいなのがある。そうでなければ無政府になってしまう。
公共事業は納税者の税金が使われる。誰かが審査しないといかん
でしょ」

《しかし、名古屋市は主催者。なぜ事前に展示内容を把握しな
かったのか》

「任せていたわけです。県がほとんどやってますのでね。こんなこ
と起こると思わんもんだね」

「７月２２日に県から作者と題名、内容と写真が提示され、慰安婦
像と『間抜けな－』は写真で載っていた。市当局は『まずいのではな
いか』と言ったが、２４日に県は『大村秀章知事がいい』と言ってい
ると。こっちも誤った。（市が）オレに言わなかったんですよ、そのこ
とを」

「でも出展一覧が違っとった。だまされたわけだ。陛下の（作品）は
リストに『ＰａｒｔＩ』とあり、写真があった。ところが展示されたのは動
画の『ＰａｒｔＩＩ』だったんよ」

大村氏が権力を行使

《河村氏は８月２日、実行委員会会長の大村氏に即時、展示の中
止を含めた適切な対応を求める」との内容だ抗議文を出した。》

産経新聞記事（12月13日） （その①）

D1

F

B1

D2

C
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資料１ ③



「大村氏に実行委員会を開いてくれと何回も言ったけど、独断で
やった。公共事業は大方の市民が納得してくれなアカン。芸術への
助成は名古屋市もやってますよ。役人が審査し予算を議決して。だ
けど陛下の動画に助成するわけにはいかんでしょ。常識ですよ」

「大村氏は『憲法違反だ』『公権力が口を出すことは検閲だ』と。で
も、これは公共事業の運営の問題で、表現の自由の問題じゃない。
権力行使したのは大村氏。会長が会長代行に相談せにゃ、いかん
ですよ」

《企画展は１０月８日に再開し、河村氏は会場前で座り込んで抗議
した。芸術祭は同１４日に終わったが、２億円を負担する市は未払
い金３３００万円を抱える》

「だまされたものにカネを払うのは簡単じゃない。監査請求が起きて
負けるよ。かといって独断もまずいんで、名古屋市として検証委員
会を作ったんです」

《検証委は１９日に初会合を開く。河村氏が最後に付け加えた》

「おかしいよ、日本は。危ない国だと思いますよ、本当に…」

平成から令和へと元号が変わった２０１９年が幕を閉じる。時代の
節目となった今年、話題となった政治の現場や当事者を訪ねた。

E
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産経新聞記事（12月13日） （その②）



参 考 １



参 考 ２





名古屋市への提供資料（7月22日） 参考３







8月2日 河村市長からの抗議文 参考４



（河村市長）

• 時間をいただいて感謝。

• 冒頭から感じ悪いかもしれないが、先生２人には何の恨み辛み
もありません。初めてお目にかかりましたので。ただ、これ、あま
りに暴力的だからいかん。表現の自由とか言われる人たちが暴
力的手法をとられるとやっとれんです。

• 名古屋市民（県民、国民含めて）守るという職務があるので。トリ
エンナーレ実行委員会がやっているが、こんなことが起こるとは
想像もしていなかった。

• 零細企業の息子として、経営者として、自由主義者として、自分
ほど表現の自由に寛大な人間はいないと思っている。民主党に
いるときは党内ＮＰＯである国会Ｇメンの座長をやって、国税庁
と戦っていたくらいで、反権力のシンボルみたいなもんです、私
は。

• 突然皆さんの団体が生まれまして、誰がどう頼んだのか、私に
は一切相談ありませんから。一体なんなんだこれは、と。冒頭か
ら感じ悪いけど。

• 30人にヒアリングしたというが、それはそれで大変だったと思い
ますが、私が31人目とは。私はそういう立場ではないですから、
言っときますけど。

• この問題点は３つある。１つは、公共の場所でやったこと。

• もう１つ一番でかいのは、名古屋市主催、愛知県主催ということ。

トリエンナーレ実行委員会の名前になっていますが。国も補助金
を出すことになっていた公共事業です。

• 憲法15条第2項で全体の奉仕者となっていますので、一定の申
告をうけて、必要最低限、全体の奉仕者になるように考えるのが
務めである。

• 何の音沙汰もなく突然に検証委員会をつくって、はっきり言って
承知できません。（今日のヒアリングも）やめようと思いましたよ。
昨日再開して、そもそも誰が何の権限で再開しているのか。何
の相談もなしに。

• 名古屋市の補助金は、1/3かもしれないが、名古屋市民は同時
に愛知県民。実質1/2弱くらいは名古屋市民が負担している。

• 陛下をバーナーで暴力的に燃やす映像は、冒頭、最後の２回あ
る。これが主催である名古屋市民がやったことになる。少なくとも
認めたこととなってしまう。

• 名古屋市にもよく後援依頼があるが、それだけのクレジット、ガ
バメンタルスピーチがある、信用力があるから依頼があるという
こと。ましてや、主催となると、大本営発表です。それだけ市民に
対して影響を与えるわけです。

• これを市民に何の相談もなしにやって、こういうのを暴力という
じゃないでしょうか。

• 私は市長として名古屋市民に責任がとれない。恥ずかしい。市
民の皆さんに本当に申し訳なかったと思っている。世界に大恥を
さらした。

当委員会によるヒアリング録
参考５

10月9日



• 市直営でやったということは、陛下の写真をバーナーで燃やして
踏みつけるということを、市民が認めた、サポートしたということ
になる。それが市直営でやったことの責任になる。

• 冒頭から感じ悪いけど、この暴力的な手法は信じられない。

• 暴力の対概念が表現の自由だと思うが、冒頭申し上げたとおり
暴力的。名古屋市長にも相談してもらわないと。早い時点で、公
共事業であるから、相談してしかるべき。

• 一般の画廊でやったことには何も言わない。私は未だかつて作
家の人にやめろと言ったことは一度もない。

• 暴力的な人たちが表現の自由を言っているから、日本の国は恐
ろしいと思う。マスコミも本当のことを言ってくれない。

• 慰安婦のことばかりいっているが、天皇陛下の写真を燃やしたり、
これはハラスメントだ。表現の自由以前の問題である。

• 天皇陛下ではなくても、自分のおじいちゃんの写真を燃やしたり
足で踏まれたら、やめてくれとなる。これのどこが芸術性で表現
の自由か言って欲しい。市民に対する責任を踏み潰されたとい
う認識をもっているので、私はものすごく怒っている。

• 今回は公共事業なので、画廊でやったのと違う。

• 申請について、嘘でなかったのか。本当のことを言わずに突然
やったんじゃないか。表現の自由という名を借りて、突然、暴力
的に世論をハイジャックしたのではないか。恐ろしい話だ。危な
いと思っている。

• どうしも市長として言わしてもらいたかった。職務としてやってい
るので。

（意見陳述要旨の読み上げ）

（山梨座長）

• 趣旨としては、中間報告についてのご意見あればと思ってきた
が、意見陳述要旨を聞かせていただいて、沿った内容が出てき
たと思う。あらためて、私から聞いてしまうと重複してしまう。

• ここに盛られた意見については、検討委員会の仕事の継続とし
て、中間報告を完成形に持っていくにあたって活かしていきたい。

• 意見陳述要旨については、検討委員会として、意見を中間報告
の完成に向けて活かしていきたい。今回の要旨については、最
終的な報告書に添付資料として加えてよいか。

（河村市長）

• 可能。しかし、そもそもなぜヒアリングを受けなければいけない
のか。検証委員会はどういう権限があるのか。



（山梨座長）

• ヒアリングを受けなくてはいけないという定めはない。関係者に
ヒアリングをしてきて、8月29日に河村市長にもヒアリングをさせ
ていただきたいと文書で依頼をした。それに対して「ヒアリングは
受けません」という回答であれば、それはそれで結構でした。

（河村市長）

• 会長代行として聞きたい。皆さんにはどういう権限があるのか。
どうして選ばれたのか。誰が選んだのか。誰から電話がかかっ
てきたのか。

（山梨座長）

• 検証委員会、検討委員会について、どういう理由で誰が選んだ
かということは、今日のヒアリングの趣旨から外れている。

（河村市長）

• そういうことになると、ちょっとこれはいかんのではないか。いくら
なんでも暴力的。そんなもんは。私悪いけど責任者ですから。

（山梨座長）

• 市長が言う暴力的と言う点については、きちんと本日も意見陳
述要旨として伺っている。それに対する問題点については、今日、
我々がお答えする立場にない。

（河村市長）

• 立場にないことはない。立場だ。時間がないということならそれ
でいいけど。私にとっては大きいこと。河村、責任放棄しとるの
か、と言われるので。

（北口弁護士）

• 立場にないというのはもっとも。

（山梨座長）

• 河村市長の中間報告に対する御意見、御異議があるのであれ
ば、反映する。

（河村市長）

• 検証委員会の存立について大変疑問に思っているということは、
きちんと書いてほしい。全ての前提です。第三者性に非常に疑
問がある。



• なぜ津田さんが選ばれたのか。その後、大村知事がどこまで
知っていてどう関与したのか。それから、「隠してやろう」と言って
いるので、本当のことを言わずに我々をだましたのではないか。
こういったことについてしっかり分析しないと。だまされたという
疑惑があると、お金を払えない。ここについて皆さんは避けてい
るように見える。

（北口弁護士）

• 座長の質問の趣旨とかみ合ってないように感じるので、補足さ
せていただい。意見書について、誤植がある点、市長が強調し
たい点については補強してよいか。

（山梨座長）

• かまわない。

• 8月開会当初から、あいちトリエンナーレ実行委員会を中心に非
常に総計１万通を超える電話、メール、ファックスの抗議が寄せ
られた。名古屋市に対しては、具体的にどうだったか。今すぐで
なくても、数字があれば教えてほしい。

（河村市長）

• 9月末までに約1,700件の意見が寄せられた。市長ホットラインへ
「ガソリン携行缶を持って貴様のところに明日行く。」との投稿が
あり被害届を提出した。僕個人に対して。私は被害者。堂々たる

被害者である。

（岩渕委員）

• 意見陳述書について修正提出するとのことだが、北口弁護士と
して、「公共空間」を使った日本国民全体へのハラスメントとはど
ういうことか、説明を加えてほしい。

（河村市長）

• 「公共空間」というのは一般的に場所だけ。それと、「主催」なの
で裏書効果があるということ。名古屋市主催だということが問題。

（岩渕委員）

• 公共空間と、展示内容の中身が何か関係あるのか。

（北口弁護士）

• 公共空間というキーワードは、第１回あり方検証委員会会議で
岩渕先生が発言されていた言葉を引用したつもりである。自分
がフランスやドイツの国立美術館に行った際、美術館は、家族で
楽しんだり、小中学校の先生が生徒を引率していたり、教育して
いる場でもある。そういった公共的な場で、あのような暴力的な
作品が適切なのかどうかという趣旨で書いたもの。



（河村市長）

• 岩渕先生の主催というのは、中身とどういう関係があるのか。と
いう話で、主催するというのは、裏書効果がある。それが正しい
と認めるということになる。これに対し、違うと思った人が発表す
る機会がなくなる、力が小さくなると思う。ミッドウェー開戦におけ
る大本営発表がいい例。主催というものの重さが分かっていな
い。

（岩渕委員）

• よく分からないが。

• 公共空間という言葉についてだけ。美術館とは、特定の目的を
持った公共空間。美術品、芸術作品を展示する特定の目的を
もった空間である。

• 海外の事例について一つだけ紹介したい。パリのポンピドゥーセ
ンターという美術館に、非常に鋭い強化プラスティックでできた作
品があって、そこには「触れてはいけない」と書かれていたが、
親と一緒に来ていた子供が触れて指を落としてしまった。しかし、
美術館は一切責任を問われなかった。それくらい、美術館とは、
特定の目的を持った公共空間であるという認識がある。

（河村市長）

• 主催という言葉の感じ方、公共空間と言うものに対して認識が著
しく違うと感じる。

• 名古屋市主催であるかどうか、というのは、とても大きいこと。こ
れは、裏書効果があって、市民が応援しているということになる。
なので、こういう展示をします、「天皇陛下の肖像を燃やします、
足でふんづけます」と言うべき。

• 市民に何も言わずにやるのは違う。公共がやる場合は、あらか
じめ言わないと。そうでなければ、民間でやればいいし、名古屋
市は主催から降りる。それほどまでに公共の裏書効果は大きい。
だから皆怒っている。

（山梨座長）

• 市長のご意見、また、どういうお立場から話されているかはよく
分かる。ただ、そのこと自体を我々が今ここで議論する場ではな
い。ここにあるご意見は反映していく。

• あいちトリエンナーレ実行委員会運営会議について、市長は会
長代行を務めているが、代理出席が多い。このこと自体はよい
が、会議結果の報告はどのように受けているか。

（河村市長）

• 今回はたまたま出てないが、過去３回のうちには出たことがある。
芸術監督が選ばれたとき。誰のときだったかは忘れた。

• 結果の報告については、自分の印象では、ほとんどなかった。
それは信じているから。県が実際ほとんどやっていて。代理出席
の人間からも報告はなかったと思う。それは信じとったから。そも
そも自分は干渉しようなんてさらさら思っていないから、こんな超
例外的なことがない限り。

（山梨座長）

• トリエンナーレ事務局に名古屋市職員も出向しているが、事業
内容や進捗について報告はあったか。



（河村市長）

• 事務局に職員が1人出向している。その職員は円頓寺エリアの
マネジメント担当である。不自由展の内容については、全く知る
立場になかった。

• 直接聞いたのは、７月22日に県から出品リストをもらって、今回
の不自由展の展示作品を知ったそうだ。そのときに「大丈夫です
か」と県職員に聞いたところ、知事が大丈夫といったので、と県
職員は言ったそうだ。その時のこと（7月22日の県から市への報
告）に関しても、自分に報告はなかった。

• 私が初めて知ったのは、7月31日のレセプション。津田さんが大
演説し、文化庁が来るとか来ないとか、どういうことかと思ってい
たら、隣の議員（市議会議長）から「実は慰安婦像が出ている」と
聞いて、「えーっ？」「そんな馬鹿な！」となった。

（北口弁護士）

• 3月27日に、広澤副市長が代理出席したあいちトリエンナーレ実
行委員会運営会議があった。この会議の際の、平成31年度事
業計画の中で、何をやるのかが初めて出された。その中で、現
代美術展というのが書いてあったが、その中では、不自由展の
内容については一切触れられていない。

（河村市長）

• プレスリリース用にパンフレットが同時に配られた。この資料の
中には、不自由展のワンコーナーがあって、天皇と戦争、「慰安
婦」問題、それだけ書いてある。正式な議事録には一切なかった。
その時点でこんなようなことになろうとは、一切思わなかった。

（山梨座長）

• 名古屋市職員の派遣状況について確認したい。

（文化振興室 上田）

• 円頓寺エリアについては、名古屋市の派遣職員が１名と県のト
リエンナーレ推進室職員が担当している。名古屋市美術館につ
いては、名古屋市美術館の職員が担当している。

（岩渕委員）

• 運営会議の確認。あいちトリエンナーレの過去4回、2013～2019
まで、全18回あったが、市長の出席は２回だけ。今回2019の運
営会議には一度も出席せず、全４回のうち３回副市長が代理で
出席した。名古屋市民への責務を果たされたいがために展示の
内容について強く抗議するとのことであるが、会議に一度も出て
いない状況で、公人として、トリエンナーレに関して名古屋市民
に対する責務を果たされたと考えているか。

（河村市長）

• そりゃ、じゅうぶんじゃないでしょうか。

• 自由にやってちょうだいと。おもしろくしてちょうだいと。

• 過去２回出たときも、そこで芸術監督が選ばれて、面白いこと
やってちょうだいというようなことを言ったと思いますよ。



• もともと内容にあれしろこれしろなんて言うつもりはさらさらありま
せんから。おもしろくしてちょうというのは、大丈夫でしょ、検閲
じゃないでしょ。

• こんな異常な事態が発生した時には、こういう時こそ言いにくい
ことも言わなきゃいけない。その方がよっぽど重要。

• こんな異常な事態に何も言わないでほかっとくなんてひどい話だ。

（山梨座長）

• 名古屋市は、電凸対策としてどのようなことをしていたか。

（河村市長）

• たぶん、なんにもやっていないと思う。

（文化振興室 上田）

• 「市民の声」という市の制度がある。こちらの方に、さまざまな電
話、メールがあった。電話については、代表電話から「市民の窓
口」に転送されたり、我々の文化振興室に直接電話があったりし
た。電話があったときには真摯に対応していたが、場合によって
は、30分、1時間、2時間以上の電話もあったが、忍耐強く職員の
方で対応していた。特段、電凸対策はとっていなかった。

（山梨座長）

• 今日はそちらからの話、意見を聞いて、報告書等に反映させて

いくということ最大の趣旨である。

• 今日のご意見のほか、ご意見あれば書面でいただきたい。

（北口弁護士）

• 岩渕委員から、あいちトリエンナーレ運営委員会運営会議に、副
市長が３回代理出席している。それについて、市長としての責任
を果たしているかという質問があった。それについては、市長の
代行者としての務めは果たしているということであるが、前提が
あって、津田監督が大村知事に対して「平和の少女像」について
「大丈夫だろうか」という相談をしたことがあったが、それに対し
て大村知事は「展示の仕方を変えてくれないか」と指示したとの
ことが中間報告にも書かれている。このような問いかけが市長
の方にもあったら、当然、意見を述べて責任を果たしたと思う。
そういった前提がなかったということは配慮してもらいたい。

（山梨座長）

• 今話されたことも書面等でいただければ反映する。

（北口弁護士）

• 中間報告には「平和の少女像」のことしか書かれていないが、大
村知事は、天皇陛下の作品については、いつどのように知った
のか、報告書に書いていないのでは。「平和の少女像」のことだ
け知っていたとは考えられない。



（山梨座長）

• 今のことも含め、出してほしい。

（北口弁護士）

• 今日の意見陳述要旨から「主催者」という点をもう少し強調して
ほしいというのが市長の意向であるので、修正したい。

• 「公共空間」について、岩渕委員から質問いただいたので、補完
して提出する。

• そのほか、ご意見は書面で追加提出する。

（岩渕委員）

• 昨日、閉鎖されていた部分の展示が再開されたことで、ボイコッ
トしていたアーティストたちが戻ってきてくれた。オープンした当
初と同じ状況で再開することができた。海外からの参加アーティ
ストたちは非常に高く評価している。その点について、市長はど
うお考えか。

（河村市長）

• 外国人記者クラブにも行ってしゃべらないといかん。あれは名古
屋市と愛知県が「主催」しているのだと。彼等は知らないと思う。

• その展覧会を誰が主催したのかと、要するに裏書効果を、公共
的な市や県が、例えばニューヨーク市が、与える展覧会だったと

いうことです。

（岩渕委員）

• アメリカではそういうことはない。

（河村市長）

• そりゃないでしょ。

• 今回でも、もし名古屋市主催じゃなかったら、賃料だけ払ってくだ
さいよとか、あんまし酷い内容だったらどうかなるかもしれないけ
ど、そんだけのこと。

（岩渕委員）

• お金を払って美術館を借りられるのは日本だけなので、海外と
は比較できない。

（河村市長）

• 主催はどうか。

（岩渕委員）

• 主催は美術館が主催する。



（河村市長）

• ニューヨーク市主催なんてないでしょ。

（岩渕委員）

• 例えばメトロポリタン美術館の話をすると、光熱費とガードマンの
人件費、水道代はニューヨーク市が負担するが、どんな内容の
展覧会をしても、ニューヨーク市は一切何も言わない。お金を
払っても言わない。

（河村市長）

• だから主催にしないのでは。アーツカウンシルにするなど。

• 市主催とかオリンピックみたいにはしない。これはオリンピック会
場に出したのと同じ。そこの分析がないから全然噛み合わん、
結局。

• 今回のことは名古屋市民がやったことになってしまう。名古屋市
主催だから。そこが分かっていないからだめ。

（北口弁護士）

• 外国人の芸術家から再会したときに高い評価を受けたとのこと
だが、天皇陛下の肖像画を燃やすと言うことは、例えば、イスラ
ム教の国ではマホメッドの画像を燃やすと同じような意味がある
ということは知っているのか。

（岩渕委員）

• 世界で活躍しているアーティストなので、シャルリ・エブドの件を
始め知っていると思う。

• もし彼らが質問するとすれば、天皇陛下は宗教上の象徴なのか
と聞いてくると思う。憲法上、天皇陛下は宗教の象徴ではない。

（河村市長）

• アメリカで大統領の肖像画を燃やたり足で踏みつけたりしたら、
アメリカ人は許さないと思う。

（岩渕委員）

• アメリカの憲法では保障されている。

（河村市長）

• 憲法で保障される以前の問題でしょう。

• ニューヨーク市主催だったら、皆が集まってやめろと、自分たち
の尊厳を犯すと言うと思う。

• 主催だったという重みを大きく書いてほしい。裏書効果があると。

• 多くの日本人は、天皇陛下に敬意を持って接しようとしている人
がほとんどだと思う。市長として申し訳ない。


